
“あの日の空を誰が口…"
「原爆詩 一八一人集 (1945～ 2007年 )」より
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広島での被爆体験を基に、

今という時代を見すえた平和への

メッセージを熱く語ります。

L摩 淳″ あやまうであ
_方 筋 要ククだ

死者たうへの

動 吃忘れまか

葬 子

出 演:朗読の会「海の音J
歌 :古川春美
演 出:淳大防一枝(劇国民藝)
音 楽:中村美子 (フルート・ケーす)

照 明:前日照夫 (劇国民塞)
効 果:鬼沢洋子 (劇団民藝)

「海の首」第17回定期朗読会

〓
瑠

!車 Ftl L,ど(筋干品記念鎮■al

日時:2008年8月3日(日)

開 演 :年後2時(開堀二年後 時ヽ30分)

会 場:藤沢市労働会館ホール
(0466-26-7811)
」R藤沢駅北口より徒歩10分または、
北口よリバスで「南仲通2T目 」下車すぐ

協力券:大人1000円B中高生500円

主 催:朗読の会「海の音」
お問い合わせ:0466-24-5634(松本)

045-824-4085(お国卜出)

出
掛神
転
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横浜商大・武田航主将

延
長
戦
に
入

っ
た
１０
回
表
、
川
崎

北
は
２
点
を
勝
ち
越
し
た
３

迎
え
た
そ
の
異
。
横
浜
商
大
の
先

頭
打
者
は
９
番
の
武
田
腕
主
将

（３

年
）
。
２
球
目
を
フ
ル
ス
イ
ン
グ
し

た
が
、
打
球
は
二
塁
ゴ
ロ
で
１
死
。

そ
の
後
、
内
野
安
打
と
盗
塁
で
好
機

を
広
げ
た
が
、
最
後
の
打
者
が
三

え
、
整
列
し
た
。

新
チ
ー
ム
発
足
時
、
金
沢
哲
男
監

答
か
ら
主
将
に
指
名
さ
れ
た
。
部
員

数
は
約
８０
人
い
た
が
、
不
安
よ
り
も

「や

っ
て
や
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち

が
強
か

っ
た
。
だ
が
、
現
実
は
う
ま

く
い
か
な
い
。
ダ
ラ
ダ
ラ
と
練
習
し

た
り
、
指
示
を
聞
か
な
か

っ
た
り
す

る
選
手
も
い
て
、
同
じ
目
標
に
向
か

わ
せ
る
作
業
は
大
変
だ

っ
た
。

昨
年
１０
月
、
練
習
態
度
の
悪
さ
を

監
督
ら
に
指
摘
さ
れ
、
全
選
手
が
主

８
回
に
武
田
君
が
犠
牲
バ
ン
ト
で
送

っ
た
走
者
が
、
そ
の
後
先
制
の
ホ
ー

ム
を
踏
ん
だ
。
１
点
を
追
う
８
回

も
、
武
田
君
の
犠
牲
バ
ン
ト
で
進
塁

し
た
走
者
が
生
還
。
ま
と
め
役
と
し

て
チ
ー
ム
プ
レ
ー
に
徹
し
続
け
た
。

「負
け
た
の
は
悔
し
い
。
で
も
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
、
チ
ー
ム
の

い
い
部
分
が
出
た
。
そ
こ
だ
け
は
自

信
を
持

っ
て
言
え
ま
す
」
。
最
後
ま

で
主
将
ら
し
さ
は
失
わ
な
か

っ
た
。
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原
爆
詩
の
朗
読
会
に
向
け
練
習
を
重
ね
る

「海
の
音
」
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
――
藤
沢
市
内

「原爆詩一八一人集Jと

広島の被爆体験を聞く
藤沢の市民団体、来月3日 開催

取
り
上
げ
る
の
は
、
昨
年
出
版
さ

れ
た

「原
爆
詩

一
八

一
人
集
」

（
コ

ー
ル
サ
ッ
ク
社
刊
）
。
被
爆
詩
人
ら

の
戦
後
間
も
な
い
頃
の
作
品
か
ら
被

爆
体
験
の
な
い
現
代
詩
人
の
作
品
ま

で
集
め
た
。
英
訳
も
さ
れ
、

「ヒ
ロ

シ
マ

・
ナ
ガ
サ
キ
は
風
化
し
な
い
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
世
界
に
発
信

す
る
。「今

年
に
な

っ
て
原
爆
症
の
認
定

基
準
見
直
し
や
訴
訟
な
ど
被
爆
者
の

問
い
が
今
な
お
続
く

こ
と
を
痛
感

し
、
４
月
に
話
し
合

っ
て
こ
の
本
を

取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
」
と
松
本

さ
ん
は
話
す
。

２０
代
～
７０
代
の
女
性
９
人
と
男
性

２
人
が
約
測
編
の
詩
を
そ
れ
ぞ
れ
選

ん
だ
。
広
島
で
被
爆
し
、
９５
年
の
父

の
死
を
契
機
に
国
内
外
の
平
和
行
脚

を
始
め
た
茨
城
県
牛
久
市
の
村

子
さ
ん
が
被
爆
体
験
を
語
る
。

中
、
フ
ル
ー
ト
や
ケ
ー
ナ
の
調
べ
が

流
れ
、
被
爆
死
し
た
少
女
を
テ
ー

マ

に
し
た

「
死
ん
だ
女
の
子
」
の
歌

も
。
演
出
は
劇
団
民
芸
の
輝
大
坊

一

枝
さ
ん
で
、
照
明
や
効
果
も
民
芸
の

メ
ン
バ
ー
が
担
当
す
る
。

８
月
３
日
午
後
２
時
か
ら
、
藤
沢

市
労
働
会
館
で
。　
一
般
千
円
、
中
高

生
５
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ
は
松
本

さ
ん

（
０
４
６
６

●
拠

・
５
６
３

４
）

へ
。

平
和
へ
祈
り
込
め
朗
読
会

９２
年
か
ら
毎
夏
、
戦
争
と
平
和

を
テ
ー
マ
に
朗
読
会
を
開
い
て
い

る
藤
沢
の
市
民
団
体

「海
の
音
」

（松
本
利
枝
子
代
表
）
が
８
月
３

日
、
原
爆
詩
や
被
爆
者
の
証
言
な

ど
で
構
成
す
る
朗
読
会

「あ
の
日

の
空
を
誰
が
…
」
を
開
く
。
原
爆

だ
け
を
取
り
上
げ
る
の
は
初
め

て
。

「原
爆
症
認
定
を
巡
る
動
き

に
接
し
、
戦
争
ほ
過
去
の
も
の
で

は
な
い
と
改
め
て
思

っ
た
」
と
メ

ン
バ
ー
ら
は
話
す
。
（山
本
真
男
）

梅
雨
明
け
で
夏
本
番
　
〓

ラ
ク
ダ
も
楽
で
な
い
　
一

横
浜
・
野
毛
山
動
物
園
　
一

関
東

甲
信

地
方

も
梅
雨

明
け

一

し
、
夏
本
番
と
な

っ
た
１９
日
。
横

．

回


